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「伸びのびトークin日吉津村」の開催結果について 
令和８年３月２３日 
県 民 課 

 
県民の皆様（住民・ＮＰＯ法人・経済団体・地域活性化等に取り組む団体等）と行政関係者等が、その地域

が直面する課題などについて意見交換を行う「伸びのびトーク」を日吉津村で開催しました。 

１ 日 時  令和８年３月７日（土） 午後４時から５時まで 

２ 場 所  日吉津小学校 多目的室（日吉津村日吉津872番地12） 

３ 参加者  中学生サークル「スパークルバルブス」 樋口花音 氏、長谷岡煌斗 氏 

（17人）                                               高校生サークル「バディ」 門脇旬吾 氏、中原颯志 氏 

ボランティアサークル「ポテトキッズ」 光谷純子 氏、瀧井奈那 氏、光谷洋紀 氏 

富吉自治会青春部 部長 山口智久 氏、副部長 石川裕資 氏、部員 増本唯史 氏 

日吉津村長、副村長、総務課長、教育委員会事務局職員 

知事、西部総合事務所長、県民課長 

４ 意見交換のテーマ 「みんなで取り組む元気な村づくり」 

５ 主な意見等 

（中学生サークル「スパークルバルブス」） 

・2022 年に結成し、海岸清掃、e スポーツ大会、盆踊り花火大会、村民運動会等、多くのボランティア活

動や地域住民との交流イベントを行っている。 

・このサークルに入って人とのコミュニケーションや自分たちの気持ちを人に伝えられるようになった。

地域の行事やイベントに参加することが多くなり、地域の人とのつながりも増えた。このつながりを大

事にしていきたい。 

（高校生サークル「バディ」） 

・2025年に中学生サークルのメンバーが高校進学後も活動を継続するために結成し、現在17名で地域を盛

り上げるイベント企画や米子日吉津商工会青年部と協同でこども食堂を開催してきた。 

・自分たちで考えた取組を実現させ、村の人たちと一緒に楽しめるという経験は他ではできないことなの

で、このサークルに入ってよかったと思っている。 

（ボランティアサークル「ポテトキッズ」） 

・自分たちでやるべきことを考え、今は、地域の大人の力を借りてこども食堂や野菜作りをしている。畑

は水やりや草取りが大変。もっと楽に楽しく農業ができる方法はないかと考えている。 
・地域の農家と農業技術に自分たちのアイデアを組み合わせて耕作放棄地を観光客も呼び込める便利でハ

イテクな畑にしたい。 
（富吉自治会青春部） 

 ・若い者で地域を盛り上げようと、夏祭り等の様々なイベントをやってきたが、富吉自治会は、特に防災

訓練に力を入れている。活動を通じて、安心・安全の村づくりに貢献できればと考えている。 

 〔知事発言〕 

・今は、同じ地域に住む人々のつながりが希薄になりがちだが、日吉津村では住民が協力して一緒にイベ

ントやボランティアをやっておられ、それが皆さんにとって素晴らしい糧になっているし、そのことが

周囲の人たちも元気にしていて非常に素晴らしいと感じた。 

・防災対策が進んでいる地域は、普段から住民のコミュニティが強く、それが災害を乗り越えていく力に

なる。「ぼうさいこくたい」で全国の皆さんにも披露していただけるとありがたい。 

・様々な知恵や活動の話があったので、この話を県の担当部局にもつなげていきたい。 
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鳥取ジュニアアスリートの発掘・育成状況について 
令和８年３月２３日 
ス ポ ー ツ 課 

鳥取ジュニアアスリート出身の選手については、滋賀国民スポーツ大会に 20 名が出場、11 名が入賞するとともに、
世界大会等への出場者も増加するなど、活躍が続いていますので、概要を報告します。 
１ 事業概要（平成26年度より開始して12年経過） 
  オリンピック等での活躍が期待できる「鳥取育ち」のジュニアアスリートを発掘し、競技団体と連携して専門的
に育成する。 

 （１）競技体験プログラム・育成プログラム（小学４年生で書類・実技選抜、５年生で年間を通じて競技体験等） 

    ・体験プログラム（18競技） 
 アーチェリー、自転車、ローイング、ホッケー、ライフル射撃、レスリング、セーリング、カヌー、クライ
ミング、空手道、フェンシング、トライアスロン、ボクシング、水球、柔道、テニス、馬術、ボウリング 
年間各２回ずつ体験会を開催。※令和８年度はゴルフ、相撲を追加予定。 

・育成プログラム 
体力トレーニング、スポーツ教育（メンタル指導、自己コントロール等）及び食育等の基礎的な講義を年間
延べ 24 回開催 

 （２）トライアウト（上記(１)を除く小学５年生～高校１年生を対象に選抜） 
    将来、有望な資質を持つ競技者及び競技転向者を発掘 
２ 令和７年度の状況 
（１）令和７年度までに競技団体へ移行した者 170名(2/28現在) ※４期生(H30)～10期生(R6)・トライアウト生 
【大会等での主な活躍】 

（２）令和７年度の11期生（小５) 
・ジュニアアスリートとして40名を認定。（3/21ジュニアアスリート認定式） 
・競技団体コーチ及び先輩の指導を受け、世界への意識が芽生えた者も出てきた。 

（３）2025トライアウト生（小５～高１：９名） 
・９名合格。来年度から各競技団体の指導下で令和８年度から活動開始。 

（４）12期候補生（小４）の選考状況 
・95名応募から55名選考。 
・令和８年度は体験プログラム及び育成プログラムを受講。令和９年度から活動 
 予定。 

 
 

スポーツクライミング IFSC世界ユース選手権ヘルシンキ2025 男子ボルダー５位 藤田
ふじ た

 楓
かえで

（鳥取城北高３年） 

自転車 2025アジア選手権ジュニアトラック ポイントレース優勝 吉田
よし だ

奏
そう

太
た

（県立倉吉西高３年） 

全国高等学校総合体育大会 男子ロードレース優勝      

ローイング U19世界ジュニア選手権大会 男子ダブルスカル13位      

U19アジアジュニア選手権 男子クォドルプル４位        岡本
おかもと

成
なる

世
せ

（鳥取城北高３年） 

第79回国民スポーツ大会 少年男子シングルスカル優勝   

全国中学選手権大会 男子シングルスカル準優勝         澄川佳汰
すみかわけいた

（鳥取市立中ノ郷中３年） 

全国中学校新人競漕大会 女子シングルスカル優勝       原
はら

百花
もも か

（米子市立湊山中２年） 

男子シングルスカル準優勝     金谷
かねたに

さつき（鳥取市立湖東中２年） 

ボクシング アジア選手権 U17男子60kg級３位                    作
さく

野
の

剣
けん

信
しん

（県立米子高校１年） 

全日本UJ王座決定戦 中学男子64kg級優勝             伊田
い だ

逞
たく

真
ま

（米子市立福生中３年） 

セーリング 第79回国民スポーツ大会 少年女子420級優勝          森山
もりやま

伊
い

織
おり

（境高３年） 

JOCジュニアオリンピックカップ 女子ILCA6級優勝      舩澤
ふなざわ

奈
な

菜
な

（米子東高３年） 

JOCジュニアオリンピックカップ 女子29er級優勝      舩澤
ふなざわ

夏
なつ

美
み

・舩澤
ふなざわ

夏子
なつ こ

（湊山中３年） 

ライフル射撃 全日本高校生スポーツ射撃選手権大会 BP60J優勝        有本
ありもと

雅
ま

歩
ほ

（鳥取敬愛高３年） 

ホッケー 全国高等学校選抜大会準優勝 八頭高（中口
なかぐち

一輝
いっ き

、藤田大獅
ふじ ただい し

、柳原
やなぎはら

一輝
いつ き

、岡本
おかもと

隼
じゅん

弥
や

） 

カヌー 全国少年少女カヌー大会 男子カヤックシングル200ｍ優勝 石田
いし だ

莞
かん

典
すけ

（湯梨浜町立東郷小６年） 

１１期生の競技選択結果 
競技名 男 女 計 

アーチェリー 4 3 7 
自転車 1 1 2 

ローイング 2 0 2 

ライフル射撃 1 0 1 

セーリング 1 2 3 

クライミング 4 4 8 

空手道 2 1 3 

トライアスロン 1 0 1 

フェンシング 3 1 4 

水球 1 0 1 

柔道 1 1 2 

テニス 1 1 2 

馬術 0 1 1 

ボウリング 2 1 3 

計 24 16 40 
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鳥取県スポーツ顕彰の授与について 

令和８年３月２３日 
ス ポ ー ツ 課 

 
令和７年度中に、デフリンピック競技大会（８位以内）及び競技別世界選手権大会（３位以

内）において優秀な成績を収めた本県ゆかりの選手に「スポーツ顕彰」を、日本代表として顕

著な成績（３位以内）を収めたコーチへ「スポーツ功労章」を授与します。 

 

１ 日時 令和８年３月２４日（火）午後２時４５分から２０分程度 

２ 場所 とりぎん文化会館（第３会議室） 

３ 受章者 

【スポーツ顕彰】 

大会 選手氏名 競技名 成 績 

第 25 回夏季デフリ

ンピック競技大会

東京 2025 

佐々木
さ さ き

 昴
すばる

 陸上 5000ｍ５位 

前島
まえじま

 博之
ひろゆき

 ゴルフ 男子個人７位、混合団体８位 

小林
こばやし

 優
ゆう

太
た

 ハンドボール 男子７位 

中村
なかむら

 洋三
ようぞう

 ボウリング 男子団体８位 

第 17 回世界女子相

撲選手権大会 後藤
ご と う

 なぎさ 相撲 女子団体優勝、女子重量級３位 

第 22 回世界水泳選

手権大会 三上
み か み

 紗也可
さ や か

 水泳（飛込） 混合団体３位 

【スポーツ功労章】 

大会 氏 名 競技名 成 績 

IFSC クライミン

グ世界選手権ソウ

ル 2025 

安井
や す い

 博
ひろし

志
し

 
［ヘッドコーチ］ 

スポーツ 
クライミング メダル獲得（金１、銀１、銅１） 

第 22 回世界水泳選

手権大会 
安田
や す だ

 千万樹
ち ま き

 
［ヘッドコーチ］ 

水泳（飛込） メダル獲得（銅１） 

 

（参考）鳥取県スポーツ顕彰要綱（抜粋） 

第２条 表彰は、次の各号のいずれかに該当する県民（県内に居住していた者及び県内にゆかりが

ある者を含む。）に対して行う。 
（１）オリンピック、パラリンピック又はデフリンピック大会の８位以内に入賞（個人又は団体競 

技）した選手並びにオリンピック、パラリンピック又はデフリンピック大会の８位以内に入賞 
（個人又は団体競技）した競技の監督及びコーチ。 

（２）アジア大会、ユニバーシアード大会又は競技別世界選手権大会等の３位以内に入賞（個人又 
は団体競技）した選手並びにアジア大会、ユニバーシアード大会又は競技別世界選手権大会等 
の３位以内に入賞（個人又は団体競技）した競技の監督及びコーチ。 
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みんなで地方創生事業の執行状況について 

 
                                                                令 和 ８ 年 ３ 月 ２ ３ 日 

東 部 地 域 振 興 事 務 所 

                                                              中 部 総 合 事 務 所 
西 部 総 合 事 務 所  

  

地方創生の実現に向けて、民間団体等が取り組む地方創生に資する取組を支援し、官民一体となった取組を推
進するため、地域の事情や特性に配慮して、東部地域振興事務所、中部総合事務所及び西部総合事務所において
実施した「みんなで地方創生事業」の執行状況を報告します。 

 

１ 東部地域振興事務所 

（単位：円） 

事業名 事業内容 事業主体 執行額 成果等 

山陰海岸ジオ

パーク 岩美の

ジムニーフェ

スタ２０２５ 

全国で根強い人気を誇るスズキ・ジムニーを活

用し、岩美町の豊かな自然やマリンアクティビテ

ィ等の魅力を広く発信するとともに地域活性化

を図る地元主体のイベントを支援した。 

＜支援した取組内容＞ 

・開催日：令和７年６月15日（土） 

・場 所：岩美町網代新港、大谷海岸 

・内 容：カスタムジムニーの展示、スペシャル

ゲストとのトークショー、ジムニーオ

ーナーズミーティング、地元バンド演

奏、地元グルメ屋台の出展等 

・参加者：約3,600名 

・車両数：約1,400台（ジムニー以外の車両を含む） 

 

岩美のジムニ

ーフェスタ実

行委員会 

300,000 

 

・シーカヤックやサップ等

の自然環境を活用したアク

ティビティの提供や人気の

ジムニーのカスタム車展示

等を実施した。来場者の再

訪意欲や移住・定住への関

心を高め、観光客の誘致及

び移住者の定着に向けた取

組を推進する契機となっ

た。 

・宿泊施設や飲食店をはじ

めとする地域経済にも一定

の波及効果が見られた。 

田後港イルミ

ネーション事

業 

 アニメ「Free！」のロケ参考地として脚光を浴

びる岩美町では聖地巡礼の一か所として田後地

区にアニメファンが訪れている。このような中、

田後地区を盛り上げ、関係人口の創出を図るため

の地元主体の活動を支援した。 

＜支援した取組内容＞ 

・開催日：令和７年11月８日（土） 

・場 所：岩美町田後公園展望台付近ほか 

・内 容：イルミネーション点灯式、バルーンラ

ンタン一斉打ち上げ、地元グルメ屋台

の出展 

・参加者：約200名 

・イルミネーション点灯期間：令和７年11月８ 

日～令和８年１月５日 17時～20時迄 

 

田後港イルミ

ネーション事

業実行委員会 

300,000 

 

      

・点灯式では地区内外から

多数の来訪があり、関係人

口の創出や地区の新たな魅

力発信に寄与した。 

・願いを書いた短冊付の光

るランタンを夜空に浮かべ

る体験では幻想的な景観が

演出され参加者の満足度を

大いに高めた。 

・イルミネーション点灯期

間中は多くの来訪者が写真

撮影を行う姿が見られ、新

たな撮影スポットとして定

着が期待される。 

智頭ふるもの

市 
 

各家庭に眠る古道具等の「ふるもの」の収集・

販売を通したモノの循環を生み出すとともに、智

頭町内外の古道具店、飲食店等と連携し、地域経

済の活性化につなげる地元主体のイベントを支

援した。 

＜支援した取組内容＞ 

・開催日：令和７年10月５日（日） 

・場 所：旧河村石油（ガソリンスタンド跡地） 

雨天のため会場を変更して実施 

     ※当初予定：智頭駅前どうだん広場 

・内 容：主催者及び町内外の古道具店等による

展示・販売、飲食ブース、町内協力店

との連携による町内施設への誘導 

・参加者：約500名（智頭町民ほか県内外） 

 

智頭ふるもの

市実行委員会 

 

384,000 

 

・町内飲食店と連携して周

遊型のイベントとすること

により、町内経済の活性化と

事業者間の連携強化を図る

ことができた。 

・「智頭ふるもの市」という

町の新たな魅力を発信する

とともに、当該イベントをき

っかけとした町内施設の周

遊につながる機会を創出し

た。 
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事業名 事業内容 事業主体 執行額 成果等 

日本風景街道

新因幡ライン

登録１０周年

記念事業 

「日本風景街道新因幡ライン」の登録 10 周年

を記念し、これまで官民が連携して実施してきた

取組を振り返るとともに、新因幡ラインの魅力を

体感できるイベントを実施することにより、新因

幡ラインの知名度向上と更なるファンの造成を

図る地元主体の取組を支援した。 

＜支援した取組内容＞ 

・開催日：令和７年11月３日（月・祝） 
・場 所：さざんか会館 

・内 容：記念フォーラム、グルメブース 
パネル展示、限定スタンプラリー 

・参加者：約200名 

日本風景街道

新因幡ライン

登録 10 周年

記念事業実行

委員会 

1,000,000 ・特大の鳥観図パネルや

様々な観光マップ、動画等

のほか、会場に設けられた

沿線のグルメを楽しむ屋台

等により、新因幡ラインの

奥深い魅力を来場者に情報

発信し、同街道の認知度の

向上につなげた。 

・記念フォーラムでは、トー

クセッションに加えて鳥取

環境大生による現地調査を

踏まえたプレゼンテーショ

ンや基調講演、パネルトーク

による提案等を行い、今後の

取組の更なる活性化を図る

契機とすることができた。 
合計 1,984,000       

 
 
２ 中部総合事務所 

（単位：円） 

事業名 事業内容 事業主体 執行額 成果等 

とっとり楽しみ

ん祭～鳥取魅力

再はっけん！ 

鳥取県の食・伝統・自然などの魅力を体感でき

るイベントを実施することにより、未来を担う

子どもたちに地元を知ることでふるさとを誇り

に思うきっかけをつくるとともに、会場となる

中部圏域の地域活性化につなげる地元企業団体

主体の取組を支援した。 

＜支援した取組内容＞ 

・開催日：令和８年３月８日（日） 

・場 所：大御堂廃寺跡、県立美術館 

・内 容：鳥取の３大祭りの共演 

     書道パフォーマンス 

グルメ・フリーマーケット・縁日 

自然体験 

シールラリー（アート探検隊） 

・参加者：約4,000名 

 

鳥取県中小企

業青年中央会 
500,000 

(見込) 

・全県からの出場・出店に

よる多種多様なステージ・

体験アクティビティ等によ

り、地域のにぎわい創出や

魅力の再認識につながっ

た。 

・県立美術館とのコラボに

より、同館の誘客促進と認

知度向上につながった。 

・50周年を迎えた事業主

体にとっては初めての全県

合同イベントを成し遂げた

ことで、次代を創る事業者

の連携強化と意識向上を図

ることができた。 

計 500,000  

 

 
３ 西部総合事務所 

（単位：円） 

事業名 事業内容 事業主体 執行額 成果等 

鳥取県西部おも

てなしマップ作

製事業 

米子ソウル便デイリー化を契機とし、韓国人

観光客を中心とした外国人観光客のさらなる増

加が見込まれることから、インバウンド消費拡

大や外国人観光客の満足度向上を図るため、圏

域の商工団体と連携し、外国人観光客の受入環

境が整った飲食店等を紹介する「鳥取県西部お

もてなしマップ」（ハングル版）を作成した。 

※３月下旬に完成後配布 

＜マップの概要＞ 

・作成部数：3,000部 

・サイズ：Ａ４・６面、三つ折り 

・掲載店舗：西部圏域の商工団体で取組む「訪日 

外国人受入れ態勢整備プロジェクト」参加事業

者の約80店舗 

鳥取県 609,400 ・外国人宿泊者が多い米子

市内のホテルを中心にマッ

プを配架するとともに、多

くの観光客が訪れる米子駅

国際観光案内所での案内に

利用してもらうことによ

り、当地での消費拡大や飲

食体験による外国人観光客

の満足度向上が期待され

る。 
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事業名 事業内容 事業主体 執行額 成果等 

日野郡サイクリ
ングイベント開
催事業 

日野郡３町連携による「日野郡自転車活用推

進計画」策定（令和７年３月）を記念し、日野郡

の豊かな自然景観を体感していただくととも

に、ジビエ、そば、スイーツといった日野郡の特

産品を提供し、サイクリングと食を通じて日野

郡の魅力を発信する取組を支援した。 

＜支援した取組内容＞ 

・開催日：令和７年９月14日（日） 
・コース： 
〔ロングライド〕78Km 

江府町総合体育館（江府町） 

～ホームランド多里（日南町）（往復） 

〔ショートライド〕20Km 

江府町総合体育館（江府町） 
～リバーサイドひの（日野町）（往復） 

・参加者：124名 
※イベントは荒天のため開催中止 

日野郡サイク
リングイベン
ト開催事業実

行委員会 

600,000 ・自転車活用推進計画策
定からイベントの企画、
準備及び実施まで、行政

や民間団体（商工、観光
等）の協力により行った
ことで、今後のサイクル

ツーリズムの推進に向け
た連携体制が構築され
た。 

 

計 1,209,400  
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令和７年度八頭郡活性化事業の実施結果について  
令和８年３月２３日 
東部地域振興事務所 

  
八頭圏域の活性化を推進するため、八頭郡３町と県が構成する「八頭郡活性化戦略会議」が実施した

「八頭郡活性化事業」について、概要を報告します。 

令和６年度の八頭振興課新設を機に、令和７年度は３町からの推薦を受けた民間委員を新たに加え、
内容を拡充して実施しました。 

 

＜八頭郡活性化戦略会議＞ 
  ・発足：平成 21 年６月 

・構成：（行政委員）若桜町、智頭町、八頭町、県東部地域振興事務所八頭振興課、県東部農林 

     事務所八頭事務所、県八頭県土整備事務所 
       （民間委員）各町から推薦いただいた地域住民（各町２名）※令和７年度～ 
  ・予算額：2,100 千円（県負担金：1,800 千円、各町負担金 300 千円） 

  ・実施内容（八頭郡の振興を図るための諸課題の検討と実践） 
   ①調査研究：八頭郡３町の若手職員の政策形成能力の育成、地域活性化やまちづくりの手法、各

種施策等の学習 
   ②課題解決：人口減少対策等中山間地域課題に資する活動を民間委員の企画立案により実施 
   ③情報発信：八頭郡の小学生に地域資源を学ぶ機会を提供、八頭郡の観光誘客・移住定住に繋が

る情報発信等 
 
１ 調査研究 

（１）八頭郡若手職員研修事業 

 八頭郡３町及び県の若手職員８名を対象に政策形成研修を実施した。 
【期 間】令和７年６月 18 日（キックオフ） 

～令和８年２月 12 日（成果報告会）  
【内 容】「若者・女性にも選ばれる地域」を主題とし、県内で移住者           

         が多い倉吉市と琴浦町を視察した結果等を基に考察し、 
「八頭郡が移住者から選ばれるための施策」を提案した。            

                                       成果報告会  
      

（２）地方創生研修会                     

   八頭郡の共通課題である「関係人口の創出」をテーマとする   
研修会を実施した。 

  【日 時】令和８年１月 15 日（木） 

【場 所】八頭町中央公民館大集会室 

【講 師】指
さし

出
で

一正
かずまさ

氏（（株）ソトコト代表取締役、 

雑誌『ソトコト』編集長、（一社）日本関係人口協会理事）            
    【演 題】「関係人口のつくり方～私たちはローカルで幸せを        地方創生研修会 

見つける～」                       地方創生研修会 

【参加者】65 名（八頭郡３町の行政関係者、地域づくり実践者等） 
 
 

（３）やずぐんの魅力発見！フォト・動画コンテスト 
八頭郡内の中学・高校に通う生徒自らが推奨する「八頭郡の魅力」を撮影したコンテストを実

施し、応募作品を巡回展示した。                  
【応 募】51 作品（写真部門 50、動画部門１）    

※募集期間：令和７年７月 22 日～９月 30 日 
【表 彰】大賞２、各賞５を審査・決定し、表彰 
【展 示】県庁、県東部庁舎、隼ラボ、八頭町 

中央公民館、郡家図書館、船岡図書館、                         
八東図書館、わかさ生涯学習情報館、       表彰式     展示（ちえの森ちづ図書館） 
ちえの森ちづ図書館（一部の会場では    表彰式      展示（ちえの森ちづ図書館） 

入賞作品のみ展示） 
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２ 課題解決（八頭郡広域的課題解決事業） 
八頭郡３町の民間委員６名が「地域の若者の交流・連携を推進し、定住・U ターン促進に繋が

るイベント」について企画立案から実施まで参画し､以下の事業を開催した。  
【事業名】「YAZU TEEN’s FES ～地元で見つける、わたしの選択肢～」 
【開催日】令和７年 12 月 21 日（日） 
【場  所】隼ラボ（八頭郡八頭町見槻中１５４－２） 
【参加者】18 名（大学生３名、高校生７名、小中学生３名、保護者２名、社会人３名） 
【内 容】①アイスブレイク、②フォト・動画コンテスト表彰式、③トークセッション（八頭

郡内で働く先輩６人の発表の後、各先輩を囲んだフリートーキング） 
【感 想】・実際に八頭郡で働く方の声を聞けて将来への興味が湧いてきた。（中学１年生） 
     ・地域の良さと地域で暮らす意味がわかって興味深かった。（大学１年生） 

 

 
 
 

 
 
 

                      アイスブレイク       八頭郡内で働く先輩の発表            フリートーキング 

 
３ 情報発信 

（１）関西圏での八頭郡の魅力発信 
次の関西圏広域イベントに出展して八頭郡３町の魅力をＰＲした。 
ア 万博鉄道まつり（令和７年 11 月 30 日（日）大阪府吹田市万博記念公園） 

イ 姫路港ふれあいフェスティバル（令和７年 10 月 26 日（日）兵庫県姫路市飾
しか

万津
ま つ

臨港公園） 

 
   

 
 
 

 
 
  姫路港ふれあいフェスティバル        万博鉄道まつり(八頭郡ブース)     万博鉄道まつり（集客状況） 

  

（２）「キラメキ学習列車で行こう！」事業 
  八頭郡の次世代を担う小学生に対し、若桜鉄道等を利用して郡内の他町を訪れ、普段なかなか

立ち入る機会のない八頭郡内の施設等を関係者が説明する校外学習を実施した。 
【開催日】令和７年 10 月 17 日（金） 
【参加者】智頭小学校５年生 38 名及び引率教員４名 

【内 容】①砂防ダム工事現場見学（智頭町南方）、②カントリーエレベーター見学（八頭町 
 船岡）、③防災学習（若桜町公民館）、④若桜駅構内見学及び乗車体験（若桜鉄道） 

 

 
 
 

 
 
 

砂防ダム工事現場見学      カントリーエレベーター見学             防災学習                 若桜駅構内見学 

 
４ その他 

リーフレットの印刷及び配布 
 八頭郡への UI ターン者を取材し作成したリーフレット     
「やっぱりずっと住みたいでなぁ～八頭郡で暮らす、 
働く」（Ｒ６年度若手職員研修成果）を 1,500 部印刷し 
関係機関に配布した。 

 表紙     UI ターン者紹介ページ （主な配布先：八頭郡３町、（公財）ふるさと鳥取県定住機構、 

ふるさと鳥取県定住機構（東京、大阪）、ふるさと回帰支援 

センター（東京、大阪）など） 
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